
<研究の概要>

日本の中世という時代（平安中期頃から織豊期頃まで）にお
いては、宗教が大きな〝力〟をもっていた。その〝力〟は、大
きく二つの要素から成り立っていたと考えられる。一つは僧兵
に代表される宗教的な暴力、もう一つは社会を覆っていた呪
術的な思考である。

前者の宗教暴力は、中世を除けば日本ではほぼみられない。
なぜ中世にのみ存在できたのか。また中世の終焉とともにそ
れがなくなったのはなぜなのか。

後者の呪術的な思考とは社会を覆っていた宗教的な考え方
のことで、中世では〝年貢を納めなければ地獄に堕ちる〟と
いうように、宗教勢力側から発信されたが、世俗社会の側でも
〝雨が降ったのは祈りのおかげ〟というように広く受容される
ことになった。人々を呪縛するこの宗教的な言説は、人々を支
配に組み込むことにも機能したため、宗教勢力のみならず世
俗の権力（朝廷や幕府）にも容認されることになった。前者の
宗教暴力が存在できたことも、この問題と深く関わっている。

では、中世の人々はこうした宗教的な呪縛のもとで、神や仏、
その〝力〟の発露としての宗教暴力に対し、脅えるばかり
だったのだろうか。このような社会と宗教の関係について、中
世の現実に即して考察している。また、宗教が〝力〟をもって
いたのが中世の現実であったとすれば、その後どのような流
れをたどりながら、しばしば「無宗教」と評される現代日本につ
ながっていくのだろうか。この問題についても考えてみたい。
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